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研究成果の概要（和文）：高齢者を対象としたこれまでの研究から，加齢が記憶機能に及ぼす影
響について多くのことが明らかとなっている。また，高齢者が活動的で自立的な生活を送る上で，
記憶機能の維持・向上に対する関心も高まっている。しかしながら，日常生活上の記憶に関する
問題には，記憶機能の低下だけでなく，自身の記憶機能や，求められた記憶課題の難易度を適切
に評価すること（メタ記憶）も重要であることが指摘されている。本研究では，以下の 2点を目
的とし 2つの実験を実施した。１つは，高齢者のメタ記憶の特徴を解明し，メタ記憶の正確性に
影響する要因を明らかにすることである。2つめは，記憶に対する自信や不安といった「記憶に
対する信念」が，日常生活の記憶の問題の改善に有効な携帯電話のリマインダ機能の学習に与え
る影響を明らかにすることである。実験 1から，高齢者は記憶パフォーマンスを適切にモニタリ
ングすることが困難であるが，特に，抑うつ得点が高いほど記憶パフォーマンスの予測は不正確
であった。実験 2から，リマインダ機能の使用には記憶に対する信念が影響していないことが示
された。本研究では，これらの結果をふまえ，日常生活上の記憶に関する問題を改善するための
メタ記憶に対するアプローチについて考察した。  
 
研 究 成 果 の 概 要 （ 英 文 ）： Inappropriate self-awareness of memory performance 
(meta-memory) , as well as memory loss due to aging, causes the memory problems of daily 
life in elderly adults. In this study, we conducted two experiments to elucidate the following 
two points, 1) to examine whether elderly adults can predict their memory performance 
properly, and what factors influence the accuracy of their predictions. 2) to examine whether 
their meta-memory influence to using the remainder tool of cell-phone. The experiment 1 
revealed that elderly adults could not predict their memory performance property, especially 
the memory monitoring in elderly adults with high depression was significantly inaccurate. 
The experiment 2 showed that their anxiety and confidence to memory did not influence to 
using the reminder tool of cell phone. We discussed about the need to approach to their 
meta-memory to improve the memory problems in daily life. 
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１．研究開始当初の背景 
 高齢者を対象とした記憶研究は，これまで
数多く報告されている。これらの研究は，例
えば，エピソード記憶やワーキングメモリに
おいて，加齢による低下が顕著にみられるこ
とを明らかにしている（レビューとして，
Hoyer & Verhaeghen, 2006）。また日常生活に
おいても，高齢者の多くが，「人名を忘れる」，
「しようと思っていたことをし忘れる」とい
った記憶愁訴を抱いている（岩佐ら, 2005）。
高齢者の自立した生活や，充実した社会生活
を考える上で，記憶の問題に対するアプロー
チは必要不可欠であり，近年，記憶機能の維
持，向上に関する多くの研究が報告されてい
る。しかしながら一方で，日常生活上の記憶
に関する問題には，記憶機能の低下だけでな
く，自身の記憶機能や，求められた課題の難
易度を適切に評価するためのメタ記憶も重
要であることが指摘されている（Masumoto et 
al., 2011）。そしてこれまでの研究から，高齢
者では記憶機能が低下しているにもかかわ
らず，自身の記憶を高く評価をする現象や，
逆に，記憶機能が低下していないにもかかわ
らず，記憶能力を低く評価する現象（記憶の
エイジングパラドクス）が報告されている。 
 
２．研究全体の目的 
 本研究の目的は，以下の 2 点である。１つ
は，高齢者のメタ記憶の特徴を解明し，メタ
記憶の正確性に影響する要因を明らかにす
ることである。2 つめは，記憶に対する自信
や不安といった「記憶に対する信念」が，記
憶補助ツールの使用の有無や，日常生活の記
憶の問題の改善に有効な携帯電話のリマイ
ンダ機能の学習に与える影響を明らかにす
ることである。本研究では，これらの目的を
果たすために，2 つの実験を行った。 
 
 
3. 研究方法 

実験 1 
目 的 

 実験 1 では，メタ記憶の中でも記憶モニタ
リングに着目し，以下の 2 つの点を明らかに
することを目的とする。１つ目は，情報の記
銘がどの程度困難（あるいは容易）であるか
を 評 定 す る 学 習 容 易 性 判 断 （ Ease of 
Learning：EOL），想起した内容が正しいかど
うかの判断である確信度評定（Confidence 
Judgment：CJ）と記憶成績との関連性を明ら
かにすることである。2 つ目は，EOL と CJ
の正確性に影響する要因として，年齢，認知
機能，記憶に対する信念，抑うつを取り上げ，
これらの要因と記憶モニタリングの正確性
との関連性を検討することであった。 
 

方 法 
対象者：健常高齢者 43 名（平均 72.79 歳：範
囲 63-85 歳）。 
記憶モニタリング課題：記憶課題として The 
international affective picture system（IAPS）か
ら抽出した 180 枚の画像を用いた再認課題を
実施した。IAPS にプールされた画像は，その
画像を見た際に喚起される快・不快といった
感情価や覚醒度が得点化されている。本研究
では，感情価と覚醒度で違いがないよう画像
を 90 項目ずつ 2 つのリストに分け，１つを
記銘材料，残りのリストを再認課題時のディ
ストラクタとして用いた。画像呈示の制御に
は PsyScope を用い，画像はパソコンのスクリ
ーン上に呈示された。 
 記憶モニタリングの測定は，画像の学習段
階と想起（再認）段階で実施した。学習段階
では，EOL の測定を行った。具体的には，そ
れぞれの画像の呈示直後に，「1.とても覚えに
くい」から「7．とても覚えやすい」の 7 件
法の選択肢がスクリーン上に呈示され，被験
者は該当する番号をキーボードで選択する
ことが求められた。想起段階では，被験者に
学習段階で呈示した画像と呈示しなかった
画像（ディストラクタ）をランダムに呈示し，
学習段階に呈示された項目かどうかを判断
する Yes/No 再認課題を実施した。それぞれ
の画像の再認判断の直後に，再認判断の確信
度について，「1.まったく自信がない」から「5.
間違いない」の 5 件法で回答を求め，その得
点を CJ の指標とした。 
認知機能：WAIS-�から，ワーキングメモリを
測定するための課題として数唱，算数，語音
整列を，処理速度を測定する課題として符号，
記号探しの下位検査を実施した。 
記憶に対する信念：河野（1997）が作成した，
「記憶に対する積極性」，「記憶に対する自
信」，「記憶に対する不安」，「課題特性の認知」，
「想起の失敗経験」の 5 因子からなるメタ記
憶尺度を用いた。 
抑うつ尺度：抑うつの程度を測定する尺度と
して Center for Epidemilogic Studies Depression 
scale（CES-D）を用いた。 

結 果 
再認課題成績：再認課題の成績は Hit 率が平
均.85（SD=.13），False Alarm（FA）率が平均.08
（SD=.07）であった。再認成績と年齢の関連
性について相関分析を行ったところ，FA 率に
ついて有意傾向ではあるが年齢とともに虚
再認が増加する傾向が認められた（r=-.26, 
p<.10）。再認成績は Hit 率において加齢の影
響が小さく，FA 率（虚再認）において加齢の
影響が大きいことがこれまでの研究から明
らかにされており，本研究の再認成績は，高
齢者の典型的なパターンを示しているとい
える。 



 
記憶モニタリングの正確性：記憶モニタリン
グの分析では，記憶モニタリングの判断基準
の個人差を考慮しなければならない。そのた
め本研究では，EOL，CJ ともに，モニタリン
グの正確性を示す指標として γ係数を算出し
た（Table1）。γ 係数は各モニタリング指標と
再認成績の連関係数であり，-1 から 1 の値を
とる。EOL, CJ のどちらも再認成績を予測し
ているが，記銘項目に対する確信度の正確性
と比較して，ディストラクタに対する確信度，
学習容易性判断の正確性はそれほど高くな
い。EOL の正確性が高くない理由としては，
学習段階で判断を求めるために，想起段階で
の CJ と比較して，パフォーマンスの予測が
困難であることが原因として考えられる。ま
た，ディストラクタに対する CJ が低いこと
は，記憶モニタリングの段階においても，高
齢者はディストラクタについて不正確な評
価をおこなう傾向にあることを示している。 
 
Table 1 記憶モニタリングの正確性 
 

EOL 
CJ 

（記銘項目） 

CJ 
（ディストラクタ）

γ係数 .24** .59** .35** 

* p<.05, **p<.01 
 
記憶モニタリングの正確性に影響する要
因：記憶モニタリングの正確性に影響する要
因を明らかにするために，記憶モニタリング
の正確性（γ 係数）と年齢，認知機能（ワー
キングメモリ・処理速度），記憶に対する信
念，抑うつ得点との相関分析を実施した。そ
の結果，EOL の正確性とはいずれの要因も関
連性が認められなかった。CJ に関しては，唯
一，記銘項目に対する CJ の正確性と抑うつ
との間に有意な負の相関がみられ（r=-.42, 
p<.01），抑うつの得点が高い程，正確性が低
下することが明らかとなった。 
 

実験 2 
目 的 

「約束のど忘れ」，「薬の飲み忘れ」といった
未来の予定に関する記憶のエラー（し忘れ）
は，高齢者の社会生活や自立生活を考える上
で重要な問題である。これまでの研究から，
し忘れを防止する上で，記憶補助ツールが有
効であることが指摘されている。実験 2 では，
予定直前に予定があることを知らせる携帯
電話のリマインダ機能を取り上げ，1）認知
機能，2）携帯電話使用経験，3）リマインダ
機能操作に対する自己効力感および携帯電
話操作に対する抵抗感，とリマインダ機能操
作の学習との関連性について検討を行った。 
また，リマインダ機能に対する関心と記憶に
対する自信や不安といった信念との関連性

についても検討を行った。 
 

方 法 
対象者：健常高齢者 43 名（男性 21 名，女性
22 名；平均年齢 72.00 歳，SD=6.47，範囲 61-86
歳）であった。実験時点で携帯電話を所持し
ていた高齢者は 31 名，所持していない高齢
者は 12 名であった。また，リマインダ機能
を使用したことのある高齢者が 4 名いたが，
本研究で用いた携帯電話とは機種が異なっ
ていたため，分析に含めた。 
リマインダ機能学習課題：被験者は，高齢者
向け携帯電話（富士通らくらくホンベージッ
ク F883i）に実装されたリマインダ機能の操
作方法を学習した。操作の学習には，製品に
同梱されている説明書をもとに実験者が作
成し，見やすいように A4 の用紙に拡大した
説明書を用いた。Fig.1 は実験に使用した説明
書の例である。リマインダ機能操作の手続き
は，「メニューボタンを 押す」，「決定ボタン
を押す」など ，全部で 19 のステップから
なっていた。 
 本研究では，リマインダ機能操作の学習を，
操作方法の学習段階と想起段階の二つの段
階にわけ検討した。 
 学習段階では，被験者が操作手続きを覚え，
説明書を見ずに予定を登録できるようにな
るまで，繰り返し行われた。1 回目の学習は，
実験者が説明書のページをめくり，「まずは
メニューボタンを押してください。」「下を 4
回押して，5 番目の，目覚まし・予定表を使
う，を選択してください。」などと説明しな
がら進めた。2 回目からは，被験者は説明書
を見ながら１人で学習することが求められ，
実験者は，被験者からの質問に答えたり，操
作が止まった場合は助言を与えたりして学
習を支援した。  
 想起段階では，操作方法の学習終了から約
30 分後，被験者に操作方法を覚えているかど
うか再生テストを実施した。再生テストでは，
「10 月 10 日の 10 時に『歯医者』という予定
を登録してください。」というように被験者
に指示し，その通りに登録することを求めた。
操作を覚えていない場合，あるいは 30 秒待
っても，操作方法を思い出せなかった場合は，
実験者が正しい操作を口頭で伝え,その次の
ステップの再生を求めた。操作方法の学習，
直後再生を行った 2 週間後，被験者にもう一
度，直後再生と同様の方法で遅延再生を実施
した。 
 リマインダ機能操作の学習と再生の様子
は，ビデオカメラ（Canon HG10）で撮影し，
それをもとに学習に要した時間，再生に要し
た時間，再生成績を算出した。学習段階にお
いて，「歯医者」など予定内容の文字入力が
必要となるが，メール使用経験など文字入力
の経験に被験者間でバラツキがあったため，



学習に要した時間については，文字入力にか
かった時間を除いた時間を指標として用い
た。再生成績については，リマインダ操作を
前述のステップごとに，正しく操作できたか
どうか確認し，間違えずに入力できた場合を
1 点，押すボタンを間違えたり，押すべきボ
タンを覚えておらず，実験者の助言が必要と
なった場合は 0 点とした。19 のステップがあ
ったため，操作方法をすべて再生できた場合
は 19 点となる。 
認知機能：WAIS-�から，ワーキングメモリを
測定するための課題として数唱，算数，語音
整列を，処理速度を測定する課題として符号，
記号探しの下位検査を実施した。 
記憶に対する信念：河野（1997）が作成した，
「記憶に対する積極性」，「記憶に対する自
信」，「記憶に対する不安」，「課題特性の認知」，
「想起の失敗経験」の 5 因子からなるメタ記
憶尺度を用いた。 
携帯電話及びリマインダ機能に関する質
問：携帯電話を普段使用しているかどうかに
ついて，「使用している」，「使用していない」
の 2 件法で尋ねた。また，「使用している」
と回答した被験者については，何年前から携
帯電話を使用しているかについて回答を求
めた。リマインダ機能操作の自己効力感に関
しては，リマインダ機能を使いこなすことが
できるようになると思いますか，という設問
に対して「5 点：なると思う」から「1 点：
ならないと思う」の 5 件法で回答を求めた。
携帯電話操作に対する抵抗感については，携
帯電話操作に対して抵抗感がありますか？
という設問を設け，「5 点：非常にある」から
「１点：全くない」の 5 件法で回答を求めた。 

結 果 
実験の結果，以下の 4 点が明らかとなった。
1）認知機能が低い高齢者ほど，リマインダ
機能操作の学習に多くの時間を要し，操作の
想起段階（直後再生・遅延再生）でもエラー
が多かった（Table 2）。 
2）携帯電話を所持している被験者は操作方
法の再生成績が高く，携帯電話の使用経験が
長いほど，学習に要する時間が短かった。 
3）リマインダ機能操作に対する自己効力感
や抵抗感は学習に要する時間と関連してい
るが，操作の想起とは関連がみられなかった
（Table3）。 
4）リマインダ機能に関する関心と記憶に対
する自信や不安といった信念との間には，関
連性がみられなかった。 
 
4. 研究成果 
 私たちは，社会生活の中で，状況や環境に
応じ，要求されている課題や実行したい行動
の難易度を評価し，遂行可能かどうかを適切
に判断することが求められる。言い換えれば，
自身の能力を把握せずに，課題を遂行するこ

とは失敗や事故につながるリスクを高める。
逆に，適切な自己認識があれば，記憶機能が
低下していたとしても，周囲に助けを求めた
り，課題に応じた適切な補助ツールを利用す
ることが可能となり，失敗するリスクは低下
すると考えられる。 
 一方で，これまでの高齢者を対象とした記
憶研究は，記憶機能の低下のメカニズムの解
明や，低下に対する訓練効果に関するものが
多く，記憶機能に対するメタ記憶の乖離が生
じるメカニズムやその影響要因を検討した
研究は少ない。また，記憶検査は記憶機能そ
のものの測定には有用であるが，記憶障害に
よる日常生活での問題の程度を十分に予測
しないことが指摘されている（白川ら, 2007）。
そのため，本研究から得られた知見は，高齢
期にみられる日常生活上の記憶に関する問
題の解決や，改善に有用であると考えられる。 
 実験 1 の結果から，高齢者は情報を記憶す
る際，それを覚えているかどうか正確に予測
するのが困難であり，また，想起した情報が
正しいかどうかの判断も的確ではないこと
が示唆された。これらの結果は，高齢者が課
題の難易度や自身の記憶パフォーマンスを
適切に評価することができないことを意味
している。そして興味深いことに，このよう
な記憶モニタリングの正確性は，認知機能と
は関連していなかった。この結果は，低下し
た記憶機能に対してアプローチし，記憶機能
が維持，あるいは向上したとしても，記憶モ
ニタリングの正確性が高まるわけではない
ことを示唆している。そのため，不適切な記
憶モニタリングを行っている高齢者をスク
リーニングし，記憶モニタリングの正確性の
向上を考える上で，正確性に関連している要
因を明らかにすることは意味がある。実験 1
において記憶モニタリングの正確性と唯一
関連性が認められたのは抑うつ気分であっ

学習に要した時間
（文字入力除外）

-.44 * -.29 * -.47 *

直後再生正答数 .49 * .40 * .46 *

遅延再生正答数 .42 * .45 * .47 *

*p<.01

Table 2 . リマインダ機能操作の学習と認知機能との関連

認知機能指標

ワーキングメモリ 処理速度 視覚的記憶

学習に要した時間
（文字入力除外）

-.52 * .31 *

直後再生正答数 .02 .09

遅延再生正答数 .11 -.05

*p<.01

Table 3. リマインダ機能操作の学習と認知機能との関連

リマインダ機能操作
に対する自己効力感

携帯電話操作
に対する抵抗感



た。抑うつ気分は，記憶成績の低下との関連
性も多くの研究から指摘されており，本研究
から抑うつ気分が高いほど，モニタリングが
不正確になるという結果が得られたこと，ま
た，我が国において高齢期にうつの罹患率が
高まることを考慮すると，記憶に起因する日
常生活の問題にアプローチする上でも，対象
者の抑うつ気分が重要な指標となることが
示された。 
 また，日常生活での物忘れやし忘れを防止
する上で，記憶補助ツールは有用である。し
かしながら，実験 2 の結果から，携帯電話の
リマインダ機能に対する関心には，記憶に対
する信念は影響しておらず，記憶への不安が，
リマインダ機能を使用するという動機とな
っていないことが示された。この一因として，
高齢者が携帯電話にリマインダ機能が実装
されていることを知らないことが挙げられ
る。実際，携帯電話にそのような機能が実装
されていることを本研究の半数以上の高齢
者は知らなかった。リマインダ機能を使用す
ることが，し忘れの予防につながるという認
識を促すような機会の提供も必要であろう。
また，携帯電話のリマインダ機能操作は，高
齢期で低下する処理速度やワーキングメモ
リに依存していることも示された。認知機能
に対する加齢の影響は，努力を要する複雑な
作業において顕著に認められるが，高齢者が
携帯電話の操作全般において支障をきたす
わけではない。技能の学習（手続き記憶）に
関しては，加齢の影響が小さいことが明らか
となっており，実際，Ziefle & Bay（2005）は，
複雑ではない携帯電話の操作では，高齢者と
若年者でパフォーマンスに違いがないこと
を報告している。それゆえ，予定の音声入力
や，タッチパネルの仕様による直感的な操作
など，リマインダ機能操作における認知的負
荷を軽減することができれば，高齢者でも操
作方法の学習が容易になる可能性は十分に
ある。今後は，認知機能や認知機能に対する
認識といった高齢者の心理的側面にアプロ
ーチするだけでなく，日常生活の問題を解決
するためのツールの使いやすさを高めるこ
とが必要となるであろう。 
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